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登録リスト（該当：3件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: ニホントカゲ]	ニホントカゲ	7月17日に学内で見つけたニホントカゲです。

幼体は尾が青くなっているのが特徴です。当時近くに3匹ほど同じようなサイズの個体がいたので、兄弟であると思われます。

この時期にニホントカゲもニホンカナヘビも学内で観察することができました。

実家の方ではニホントカゲしか見られなかったので、どちらも同じ場所で観察できるというのは新鮮でした。地元の方は標高がかなり高めであったので、カナヘビは適応していないのかなと考えました。

改めて観察していると、ニホントカゲの方が蛇行のようにスルスル動くように感じました。	2024-02-01
	2	[image: カナヘビ]	カナヘビ	探求テーマとしては上田市の自然について、特に動物を中心として深めていきたいと考えています。自然豊かな上田に生息する生物について調べ、上田ならではの環境を見つけたり、地元と比較して探求していきたいとです。自然について興味を持ってもらい、ふとした景色に目を向けていただけたら嬉しいです。


近所で見つけたニホンカナヘビです。

名前だけ聞くとヘビの一種と勘違いされやすいですが、トカゲの一種です。

ニホントカゲと勘違いされる方もいますが、ニホントカゲの皮膚はツルツルで、特に幼体の尾は青みがかかっているのが特徴ですが、ニホンカナヘビの皮膚はカサカサと乾燥しており、体に対して尾が長いのが特徴です。

飼育したことがありますが、たまたま卵を持ったメスの個体で3匹の幼体も見ることができたのを覚	2023-10-23
	3	[image: 蚕の蛹：活用考察③]	蚕の蛹：活用考察③	これは綿半上田店にて発見した、蚕の蛹を使用したペットフードです。
肉食魚類から爬虫類、両生類、鳥類にいたるまで多くの生き物に与える事が出来ます。
蚕の幼虫もシルクワームとして使われています。蛹の方が優れている点として、蛹が纏っている殻が食感となってマンネリ防止になったり、幼虫にない栄養素を吸収させることが出来ます。
蚕の餌や飼育環境をブランド度としてアピールすることで、国産で安全な飼料となり販売の幅が広がるかもしれません。	2022-12-05
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